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み ど り が あ ざ や か な 季 節 に な っ て き ま し た 。 長 引 い た 花 粉 症 と も し ば し の お

別れです。現在会員 登録数 4,653 人さま。次号は６月 20 日発行 の予定です／  
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●英語圏児童 文学会 西日本支部  夏の講 演会「文芸翻 訳のお もしろさ 」  

講  師：河野万里子 さ ん（翻訳家）  

日  時：６月 27 日（土） 14： 00～ 16： 00 

会  場：大阪府立中 央 図書館  多目的室  参 加費： 600 円（会員は 無料）  

主  催：英語圏児童 文 学会西日本支 部  （ IICLO 共催）  

※詳細、お申 し込み は→  https://westcl16.peatix.com/  

●  ≪ご寄付をお願 い します≫  当 財団の 運営を応援い ただけ る個人、法人の  

皆さまからの ご寄付 を募っていま す。寄付 金は、当財団 が行う講 座・講演会な

ど、さまざま な事業 経費に充てさ せてい ただきます。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701  

●  YouTube 版「本の 海大冒険」  https://www.youtube.com/@iiclo1196  

※公開内容一 覧は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html  

●  Instagram 随時更新  https://www.instagram.com/iiclo_official/  

●  Ｘ（旧 Twitter）  毎日更新  https://twitter.com/IICLO_News  
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*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

*****************************************************************  

『 マ ユ １ ２ 歳 、 鍛 冶 屋 で く ら し て い ま す 。』  福 田 隆 浩 /著  あ す な ろ 書 房  

2026 年 4 月  対象年 齢：小学校高 学年以 上  

＊今回のゲス トは当 財団理事の宮 川健郎 さん（Ｔ）で す。  

＊作品の結末 まで書 いています。  

https://westcl16.peatix.com/
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https://syncable.biz/associate/19800701
https://www.youtube.com/@iiclo1196
http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
https://www.instagram.com/iiclo_official/
https://twitter.com/IICLO_News


 

あらすじ： 12 歳（小６）のマユは 学校の グループ発表 のとき 、つまずき、 グ

ル ー プ の 誰 も 手 伝 っ て く れ ず に 笑 わ れ た よ う な 気 が し た こ と を き っ か け に 、

学校に行けな くなる。そこで、鍛冶屋 をして いる叔父の家 に滞在 し、時々オ

ン ラ イ ン 授 業 を 受 け な が ら 過 ご し て い る 。 叔 父 の 職 人 と し て の 誇 り を 目 の

当 た り に し 、 叔 父 の 家 族 に 見 守 ら れ な が ら 、 少 し ず つ 心 に 余 裕 が で き て く

る 。 そ ん な と き 、 叔 父 の テ レ ビ 出 演 の 依 頼 が 舞 い 込 ん で き て 叔 父 が 怖 気 づ

く 様 子 を 見 て 、 自 分 自 身 と 重 ね 、 学 校 へ 戻 っ て 学 習 発 表 会 に 参 加 す る こ と

を決める。叔 父の仕 事をみんなの 前で発 表することに よって 、「たぶん、も

うだいじょう ぶだと 思う」と言え るよう になる。  

 

Ｔ：タイトルに「鍛 冶屋でくらし ていま す。」とある ように、鍛冶屋の描写 に

迫力があって 、説得 力のある作品 だと思 って読みまし た。  

Ｙ：職人の様 子、かっ こいいですよ ね。暮ら しに使う道具 を作っ たり修理した

り す る 野 鍛 冶 で 、 い わ ゆ る 芸 術 と か 伝 承 と か 、 リ サ イ ク ル と い う 言 葉 で は

とりこぼして しまう 、地に足がつ いた仕 事ぶりが伝わ ります 。  

Ｔ：「あとがき 」を読 むと著者のお 父さん もおじいさん も鍛冶 職人だったと 書

か れ て い て 、 な る ほ ど 、 だ か ら 野 鍛 冶 を 描 き た い と い う 思 い が 伝 わ っ て く

る作品なんだ と思い ました。  

Ｙ：野鍛冶の 仕事とし て最初に登場 するの は、山芋を掘 る道具で す。地形に合

わ せ た 道 具 で 、 ひ と つ ひ と つ が 違 う こ と に 意 味 が あ り ま す 。 こ う い う 人 に

寄 り 添 っ た 丁 寧 な 道 具 作 り が 今 、 必 要 な の で は な い か と い う 著 者 の メ ッ セ

ージだと思い ます。  

Ｔ ： 野 鍛 冶 が マ ユ の 成 長 を 描 く た め に 使 わ れ て い る の で は な く て 、 マ ユ の 成

長 も 野 鍛 冶 の 魅 力 も 描 か れ て い る 作 品 で す 。 そ の 意 味 で 、 こ れ ま で 書 か れ

た「お仕事小説」と は 一線を画して います。一方で、これは読 んで いる途中

で 気 が つ い た の で す が 、 著 者 の 野 鍛 冶 へ の 思 い が 強 い せ い か 、 主 人 公 の マ

ユの一人称視 点であ りながら、「わた した ちは、早朝 から出張仕 事に出かけ

た 。」、「 一 輝 は 以 前 に も 来 た こ と が あ る ん だ 。」 の よ う な 書 き ぶ り も 見 え ま

す。 12 歳は「朝早く から」とか「 前にも 」というんじ ゃない かなと思うの

で す が 、 こ う い う と こ ろ は 、 背 後 か ら 著 者 自 身 の 声 が 聞 こ え て く る よ う で

す。  

Ｙ：なるほど 。そのマ ユですが、物 語のはじ めで不登校に なって しまいます。  

Ｔ ： マ ユ の 不 登 校 の 理 由 が 、 特 別 な 事 件 で は な い と こ ろ が リ ア ル だ と 思 い ま

した。  

Ｙ ： 自 分 自 身 の 存 在 の 不 安 と い う か 、 社 会 の 中 で の 自 分 の 立 ち 位 置 が わ か ら

なくなる様子 が伝わ ります。そして 、その 回復を大人が みんな 待ち続け、マ

ユ が 自 分 の ペ ー ス で 大 丈 夫 だ と 思 う と い う 展 開 は 、 特 別 支 援 学 校 な ど で 子

どもたちを見 守り続 けてきた著者 ならで はの描き方だ と思い ました。  

Ｔ：マ ユは、最後に 叔 父さんに教わ りなが ら刃物を研ぎ、山 芋を 掘り、包丁を

作 り ま す 。 人 の 心 の 回 復 は 、 身 体 と 深 く 結 び つ い て い る と い う 終 わ り 方 に

も共感しまし た。  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

イーハトヴ周 遊  宮 沢賢治の童話 を読破 する  

第 128 回  「復活の 前」  

 若き日の思 いを綴 る  

 

春 が 来 ま す 、 私 の 気 の 毒 な か な し い ね が い が 又 も や お こ る こ と で し ょ う 、

ああちちはは よ、い ちばんの幸福 は私で あります  

 



こ の よ う に 始 ま る 「 復 活 の 前 」 は 、 宮 沢 賢 治 の 盛 岡 高 等 農 林 学 校 ３ 年 次 在 学

中、級友た ちと作っ た文芸同人誌『アザ リア』（第５号 、1918 年 2 月）に発表

されたもので す。  

 

冒頭の引用を 含む、 17 の断章（短い文 章） を並べたもの で、ス トーリー性重

視のいわゆる「物語」ではありませ ん。童話 に分類される ことも ありますが、

私 た ち が 一 般 に イ メ ー ジ す る 童 話 と は 大 き く 異 な っ て い ま す 。 各 断 章 で 取 り

上 げ ら れ て い る の は 、 春 、 前 途 、 父 母 、 家 、 土 性 調 査 や 兵 役 、 古 着 屋 （ 職 ）、

音や光線、幸福と宗 教 、蛇や竜、哲学、怒り と火、戦争と殺戮、そ して自責と

真理など。卒業を 控え た作者の期待 と不安、希望と諦め、怒り と感 謝など、複

雑な心の内を 覗かせ るものとなっ ていま す。  

 

例えば、兵 役や戦争 に関わる部分 では、〈 戦が始まる 、ここか ら三里の間は 生

物 の か げ を 失 く し て 進 め と の 命 令 が で た 。 私 は 剣 で 沼 の 中 や 便 所 に か く れ て

手 を 合 わ せ る 老 人 や 女 を ズ ブ リ ズ ブ リ と さ し 殺 し 高 く 叫 び 泣 き な が ら か け 足

をする。〉とい う生々 しい断章があ ります。徴兵や侵略と いった 国家の命には 、

涙を流しなが ら突き 進む、当時の 一青年 の引き裂かれ る思い が綴られます 。  

 

「復活の前」は、作者 のなかに鬱屈 してい た、叫びとも いえるよ うな懊悩煩悶

が そ の ま ま 写 し と ら れ た よ う な 印 象 を 受 け ま す 。 そ の 意 味 で は 、 断 片 ひ と つ

ひ と つ が 作 者 の 文 学 を 形 成 し て い く 重 要 な 主 題 で あ り な が ら 、 い ま だ 昇 華 さ

れずに存在す る、生の 声を記した「手記」と も言えます 。が、こ う した手記が

同人誌とはい え、作者 によって同時 期に公 表された意味 は重い と思われます 。

ちくま文庫解 説には ､〈その一一の思索 やイ メージは賢治 終生の さまざまなモ

チーフの原形 質であ り、作者と しては混 乱していても 重要な 作品〉（天沢退二

郎）とありま した。  

 

ちなみに、同人誌『 ア ザリア』は ６号まで発 行され、賢 治は短歌以 外では、１

号に「「 旅人のはな し 」から」、６号に「〔 峯や谷は〕」を発表 し ています 。（ペ

吉）  

（本文の引用 は、筑摩 書房版『宮沢 賢治コレ クション ３  よだか の星』により

ました。）  

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ８３  

*****************************************************************  

 

 また稲妻が 走った 。  

＜おまえ、ダ ブルス できるのか？ ＞  

汚れたガラス に、中 山が再び書き 付けた 。  

＜当たり前だ ＞  

ぼくは馬鹿に されて たまるかとい う思い で、急いでそ う書い た。  

ようやく雨足 が弱り 始めていた。 雨はも うすぐ上がろ うとし ている。  

流 れ 去 る 雨 雲 の 動 き を 中 山 は 帽 子 の つ ば を 握 っ た ま ま 見 上 げ た 。 そ し て 、

振り返りもせ ず軒下 から駆け出し た。  

 中山の背中 が雨水 だらけの通路 を抜け 、建物の陰に 消えて いった。  

＜明日＞  

 いつの間に 書き付 けたのか、窓 ガラス の端にあいつ の文字 が残っていた 。  

 

（『熱風』  福田隆 浩 /著  講談社  2008 年 2 月  p.81-82）  

 

対談で紹介し た福田 隆浩の 18 年前の作品『熱風』からの引用 で す。中２の孝



司 は 、 聾 学 校 に 通 う と 同 時 に 、 誰 で も 参 加 で き る 桜 庭 テ ニ ス 会 に 入 っ て テ ニ

ス に 夢 中 。 造 船 所 近 く の 崩 れ か け た 廃 工 場 内 の テ ニ ス 用 の 壁 打 ち コ ー ト で も

練習していま す。ある 日、桜庭テニ ス会に同 じ中２で、不 愛想な中 山が入って

きます。二人 は試合 をし、孝司は 負けて 悔しい思いを します 。  

 

そ の あ と 、 孝 司 は 、 市 営 庭 球 場 で 行 わ れ た 中 山 の 試 合 を 見 に 行 き ま す 。 中 山

は 、 元 の 所 属 先 で あ る ト ラ イ テ ニ ス の 戸 田 と 試 合 を し ま す が 、 あ と 一 歩 で 勝

てるというと きに、帽 子が脱げてし まい、難 治性皮膚疾患・汎発型 円形脱毛症

があらわにな り、そ のことに動揺 したこ とで、戸田に 負けて しまいます。  

 

桜 庭 テ ニ ス 会 の 安 田 コ ー チ は 、 孝 司 と 中 山 に ダ ブ ル ス で 市 の テ ニ ス 杯 に 出 場

す る よ う に 言 い ま す が 、 最 初 は ど ち ら も 反 発 し ま す 。 そ れ か ら 孝 司 が 廃 工 場

内 の 壁 打 ち コ ー ト へ 行 っ て 中 山 と 出 会 い 、 打 ち 合 っ て つ か み 合 い の け ん か に

な り か け た と き 、 雷 が 鳴 っ て 大 雨 が 降 り 始 め 、 二 人 は 崩 れ か け た 倉 庫 の 軒 下

で窓ガラスに 指で文 字を書いて会 話をし ます。それが 引用の 部分です。  

 

こ の 後 、 二 人 の 距 離 は 縮 ま り ま す が 、 中 山 が ト ラ イ テ ニ ス に 所 属 す る 幼 馴 染

の 江 口 と そ の 友 だ ち に い じ め ら れ て い る の を 孝 司 が 目 撃 し た あ と 、 中 山 は 練

習に来なくな ります。そして、最後は、孝 司 と中山、戸田と江 口の ペアによる

ダブルスの手 に汗握 る試合が描写 されま す。  

 

こ の 本 に 初 め て 出 合 っ た と き 、 一 味 違 う ス ポ ー ツ 物 語 だ と 思 っ て と て も 新 鮮

に 感 じ ま し た 。 聞 こ え な い 孝 司 と 脱 毛 症 の 中 山 が ぶ つ か り あ い な が ら 少 し ず

つ 友 情 を 築 い て い く 過 程 に 説 得 力 が あ り ま す 。 そ の 後 も 『 た ぶ ん み ん な は 知

らないこと 』（講談社  2022 年 5 月）など、読み応えのある 多く の作品を発表

し続けており 、障害 のある子ども も多く 登場していま す。（ Ｙ ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

兵庫県立歴史 博物館 で６月 14 日まで開催 されている特 別展「 妖怪・幻獣づく

し 」 に 行 っ て き ま し た 。 日 本 の 妖 怪 の 歴 史 を た ど る こ と が で き る 絵 巻 、 浮 世

絵、絵画 、和本 、土器 、剥製 、人形 、双六 、カルタ、ミ イラなど 約 180 点が展

示されていま した。  

 

全体の構成は、ツチ ノ コ、狐、天狗、怪鳥、河童などを紹 介した「 第Ⅰ部  妖

怪 の 自 然 史 」 と 、 神 社 な ど に 残 っ て い る 人 魚 の ミ イ ラ な ど の 怪 遺 物 の 現 物 と

幻獣出現の記 録が展 示されている「第Ⅱ部  幻獣見聞録 」に分け られ、妖怪が

自 然 と か か わ っ て い か に 作 ら れ 、 伝 え ら れ た か が わ か り や す く 紹 介 さ れ て い

ました。  

 

冒頭には、弥 生時代 の「龍を描い た土器 」や、『日 本書紀 』（ 1669 年）の天狗

の 説 明 の ペ ー ジ が あ り 、 こ ん な 昔 か ら 龍 や 天 狗 が い た ん だ と 驚 き ま し た 。 そ

の あ と 、 キ ツ ネ や 鳥 な ど の 動 物 の 剥 製 と 妖 怪 の 絵 が 並 べ ら れ て お り 、 想 像 力

の 発 展 の 軌 跡 を 知 る こ と が で き ま す 。 絵 巻 な ど 、 カ ラ ー で 細 密 に 描 か れ て い

る妖怪もあり 、実在 しているよう に感じ られます。  

 

江戸時代まで は、妖怪 を信じていた のが、江 戸時代になっ てくる と、キャラク

タ ー 化 し て 楽 し む と い う 解 説 が あ り 、 時 代 に よ っ て 、 妖 怪 と の 付 き 合 い 方 が

変化している 点も興 味深いと思い ました 。特に、「開運 ！なん でも鑑定団 」で

も紹介された という「筑前化物 絵巻」妖 怪 たちの表情が ユーモ ラスで、「蟹の

床の怪物」は 、二足 歩行で上目づ かいの 蟹に親しみを いだき ました。  

 



妖 怪 を 退 治 し よ う と し て い る 絵 も 多 く 、 怖 い も の を 乗 り 越 え よ う と す る 人 々

の 知 恵 を 感 じ ま し た 。 同 じ 意 味 で 、 神 社 な ど に 残 さ れ て い る 「 件 （ く だ ん ）」

や 人 魚 の ミ イ ラ な ど の 展 示 を み な が ら 、 不 思 議 な も の を 目 で 見 た い と い う

人々の欲求を 感じま した。  

 

す べ て の 展 示 に 丁 寧 な キ ャ プ シ ョ ン が 付 け ら れ て お り 、 主 催 者 の 今 な ぜ 、 妖

怪 か 、 な ぜ 、 妖 怪 は 語 り 伝 え ら れ て き た の か と い う 問 い を 考 え る 姿 勢 が 読 み

取れたことで とても 楽しく展示を みるこ とができまし た。（ Ｋ ）  

 

兵庫県立歴史 博物館  https://rekihaku.pref.hyogo.lg.jp/  

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  第３ ０回  

*****************************************************************  

第６章  鳥越 信先生  

その２  児童 文学研 究のデザイン （下）  

1979（昭和 54）年 11 月、鳥越信 先生（ 1929～ 2013 年）が監修し た児童文学史

展のお手伝い で、鳥越 先生といっし ょに沖 縄に行きまし た。私は 、１年浪人し

て入学した大 学院の １年次で、 24 歳でし た。  

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や評論家の仕 事に対 する考察や、さらには 、そこから、現代児童 文学史のとら

え直しも試み ます。 ご愛読くださ い。  

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

*****************************************************************  

《６》  富安陽子  Ｉ ＩＣＬＯ  ス トーリ ーコンペ  第 ３回  

*****************************************************************  

第３回「富安 陽子  ＩＩＣＬＯ  ストーリ ーコンペ」を 開催し ます。  

２つのキーワ ードを 使った童話作 品を募 集します。400 字詰め原稿用紙５～ 10

枚で、未発表 作品に 限ります。  

◎第３回のキ ーワー ド…「 トビウ オ」「 く つ下 」  

募集期間：５月 20 日（水）～７月 31 日（ 金）  

富安理事長が おもし ろい作品５～ ６点を 選び、８月 20 日（木 ）のメール マガ

ジン NO.192 で発表。その後、読 者にいちば んおもしろい と思っ た作品に投票

していただき 、１位 と２位を決定 します 。  

＜詳細、応募 方法は こちらをご覧 くださ い＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●「生誕 130 年  吉屋 信子展  シス ターフ ッドの源流 」  

場所：県立神 奈川近 代文学館  

会期：開催中 ～５月 31 日（日）  ※月曜休 館、有料  

主催：県立神 奈川近 代文学館、（公財） 神 奈川文学振興 会  

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

https://rekihaku.pref.hyogo.lg.jp/
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html
http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html


■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『マユ １２歳、鍛冶屋

でくらしてい ます。』をプレゼント します 。ご希望の方 は、プレ ゼント応募フ

ォームから 、（ 1）お名 前  （ 2）郵便番号・住 所  （ 3）電話番号  （ 4）メールア

ドレス、よろ しけれ ば  （ 5）このメルマガ のご感想をお 書きの うえ  ご応募く

ださい。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A  

締切は６月 10 日（水 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

ゴールデンウ ィーク 明け、夕刻に 帰宅し たらポストに 不在票 。改めて翌日 届

いた息子から のカー ネーションは 、少し しおれかけて いまし た。送り主の 気

持ちがうれし くて、 つぼみを残し て枯れ た花を取り除 き、蘇 生にチャレン ジ

しているとこ ろです 。（ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
http://www.iiclo.or.jp/

